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２０２０年度、新型コロナで各地のイベントが中止になる中で「これじゃ寂しすぎる」とフードバンク

県北が主催した“チャリティウォーク県北１８”。５２年前まで西那須野～黒羽区間を通っていた旧東野

鉄道跡地（西那須野～大田原間は通称「ぽっぽ通り」）を歩く計画は、新型コロナの影響で参加者が少な

いのではと危惧していたのですが、このウォーキングイベントを待っていたかのように申込が殺到。１歳

から８２歳までの各世代の皆さんが１２０人を超えて参加されました。さらに５０人のボランティアの協

力を得て、事前準備から当日の受付、コース案内、休憩所での接待など、歩く人たちと共に楽しんでおら

れたのが印象に残ります。中には「今度は私たちが歩いてみたい」との声もあり、実現したいと考えてい

ます。 

集合から解散まで３密を心配していましたが、どうにか回避できたとほっとしています。７０歳代の参

加者の中には「汽車に俺も乗ったよ」との会話も聞かれ、汽車の走る光景を懐かしんでいただけたと嬉し

く思っております。 

新型コロナの影響で「雇い止めになった」「残業がなくなり収入が 

減った」「収入が無く光熱費が払えず止められたのでパンが欲しい」 

など深刻な現実が身の回りに起きています。普通の生活と隣り合わ 

せの貧困。子どもの貧困は親の困窮であり、地域や社会の問題とも 

思えます。フードバンクでつながる「優しい社会の輪」を大きく広 

げるのに多くの皆様の支えが必要です。今後もフードバンクへの支 

援をよろしくお願いいたします。（フードバンク県北 實） 

▲ボランティア 
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１０月３日（土）に行われた“チャリティ

ウォーク県北 18”に「とんぼの会」の６名

も参加しました。コロナの影響で例年の様

なボランティア活動ができない中、誰かの

役に立つことができればとの思いで参加し

ました。３年生の益子揺菜
ましこはるな

さんは、「久しぶ

りに長い距離を歩くので心配でしたが、み

んなで楽しく歩き切ることができました。

私の歩きが誰かのためになれば嬉しいで

す。みんなの優しさの繋がりを感じること

ができました。また機会があったら参加し

たいです。」と話していました。 

 １１月４日（水）、音訳ボランティア「くさのみ」が、６

月に行った朗読会に続き２回目となる「那須野が原公園公

開録音」を行いました。前回同様、会員１人１人がエッセイ

や小説、民話などリスナーの皆さんに喜んでもらえるよう

にと選んだ書物を朗読しました。遠足の子ども達の元気な

声が聞こえてきたり、パソコンの充電が途中で切れてしま

うというハプニングもありましたが、ハプニングを笑いに

替えてしまう「くさのみ」のチームワークの良さを感じまし

た。お昼の休憩では、原っぱでお弁当を食べ、その後、全員

で輪になりフォークダンスを踊りました。例年であれば、リ

スナーの皆さんと交流会や忘年会を開催していますが、今

年はコロナ禍ということで開催を見送ることになってしま

いました。最後には、「この朗読を聞いて、リスナーの皆さ

んが少しでも楽しんでいただければ嬉しいです。来年はコ

ロナが収束して、皆さんと笑顔でお会いできることを心待

ちにしています。」と朗読会を締めくくりました。 
▲公開録音の様子 

▲フォークダンスの様子 
※写真撮影時のみマスクを外しています 
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「塩原文学研究会」は、多年にわたり地域において 

奉仕活動を行い社会福祉の向上に多大な貢献をされ、 

令和2年8月24日栃木県知事表彰を受賞されました。 

 紅葉の始まった塩原で“塩原温泉文学まつり”が１０月３０日（金）に開催されました。「塩原文学

研究会」と「塩原もの語り館」の共催によるもので、今年で６回目を迎えました。塩原文学研究会の

千葉昭彦会長は、「私たちは、塩原の文学を研究していますが、その楽しさ、素晴らしさをもっと知っ

てほしい、もっと広めたいと考え、文学まつりを始めました。また、文学は難しいと思われがちなの

で、気軽に親しんでもらいたい、もっと身近に感じてほしいと考え実践しています。」と話していまし

た。例年は、塩原もの語り館屋外ステージで「金色
こんじき

夜叉
や し ゃ

」の熱海や塩原の場面を寸劇で披露する他、

クイズや文学散歩、講話などを行っていましたが、今年はコロナ禍ということで手法を替え、塩原温

泉街にある文学碑を巡るスタンプラリーを計画。文人
ぶんじん

になりきった会員たちが街中を練り歩き、その

後スタンプラリーがスタート。スタンプ台とクイズが文学碑に設置され、文人に扮した会員たちが観

光客にその碑の内容や文人のエピソードなどを紹介しました。 

塩原には約７０もの文学碑があります。なりきり文人が登場するのはこの日だけでしたが、文学碑

９か所をめぐるスタンプラリーは、１１月３０日（月）まで開催されていますのでぜひ参加してみて

ください。スタンプラリーの用紙は、塩原もの語り館でもらうことができます。 
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総合的な探究の時間 

 

那須高等学校 

※１「疫病退散祈願」で話題の日本の妖怪 ※２「無病息災」の祈りを込めた郷土玩具 ※３社協のマスコットキャラクター 

 

４ 

▲ちぎり絵を作成している様子 
▲メッセージカードを 

作成している様子 

▲飛び出すメッセージカード ▲黒磯公園でランチタイム 

▲完成した「ちぎり絵」の作品です 

        

 
メッセージカード 

ありがとう！ 

9月２9日（火）那須塩原市社会福祉協議会黒磯支所にて那須高等学校の授業科目「総合的な探究の時

間」における「地元友だちプロジェクト」を実施しました。このプロジェクトは、地元の高校生が将来地

域福祉の担い手となるよう、ボランティア活動などを通じて、人間的つながりをつくりだすことにより、

地域人としての基礎力を高めることを目的として長期的に活動していきます。 

今回は黒磯地区在住の１年生が２３名参加しました。社会福祉協議会の仕事内容の紹介や給食サービス

の利用者へのメッセージカード作成やアマビエ※1、黄ブナ※2、こころまる※3 の「ちぎり絵」を共同で作

成しました。ひとりひとりが細かい作業をこなして大きな作品が完成しました。今後は、いろいろなイベ

ントなどのボランティア活動にも参加する予定です。一緒に活動できるのが楽しみです。 



  

  

 

シトラスリボンプロジェクトとは、愛媛発、新型コロナウイルスの感染者や家族、医療の最前線

で働かれている方々への誹謗中傷や差別されることのないように、シトラス色のリボンや専用ロゴ

を身につけて広めるプロジェクトです。 

▲平間さんが寄付されたシトラスリボン 

▲地域包括支援センター寿山荘 堤さん  

 シトラスリボンプロジェクトに賛同していただい

た、黒磯七区在住の平間邦彦さんと地域包括支援セ

ンター寿山荘職員の堤エリカさんから手作りのシト

ラスリボンの寄付がありました。プロジェクトを立

ち上げた愛媛県の団体からもメールが届き「優しい

気持ちが広がりますように」とのメッセージが添え

られていました。 

 このプロジェクトに取り組んでいるボランティア

団体や生きがいサロンがあったり、お友達とシトラ

スリボンを作成したとの話を聞いたり、テレビや街

中でシトラスリボンを付けている方を拝見すること

があります。那須塩原市社会福祉協議会は、プロジェ

クトを通じて優しい気持ちが広がることを願ってい

ます。 

優しい心が広まっています！ 

この度は、多くの皆様から心温まる針金ハンガーと布のご寄付をいただきありがとうございました。

おかげさまで針金ハンガーは５００本まで集まりました。ご寄付をいただいた「針金ハンガーや布」に

ついては黒磯中学校「いちご組」にて有効に活用させていただきます。ご協力本当にありがとうござい

ました。なお、布の寄付についてはまだ受け付けておりますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

 

 

ご協力ありがとうございました 

黒磯中学校いちご組（特別支援学級）

では、製品作りの体験や就労の喜びを味

わうとともに、自立した社会生活を送る

ことへの第一歩として自主製品の販売

活動をしています。製品の売上金は学級

教材費や活動費に充てられています。 

 

５ 



 

知的障がい・発達障がい啓発隊 

 カラフルＢＯＸ 

9 月 26 日(土)にボランティアセンターを通して依頼のあった、大田原市の「バリアフリー総研 

希望の杜みはら」の職員研修へ出動してきました！今までに小学生・中学生・高校生、自治会や民生

委員児童委員の方などへ啓発活動をしていましたが、今回は普段から障がいがある方に接している

職員の方に向けた活動ということでメンバー一同、ハラハラドキドキしながら行ってきました。 

  でも研修が始まったらそんな心配は無用で、とても良い雰囲気のなかで研修を行うことができま

した。もっともっと障がいに理解ある人が増えるように活動していきたいと改めて感じました。 

  みなさんからのご依頼をお持ちしています！ 

 

相手に伝えることの難しさを体験しています。 

伝えるときに気をつけることや工夫とは？？ 

疑似体験のグッズたち！見えづらいですが・・・感染 

対策でアクリル板の仕切りも使用して活動しています。 

 

～参加された方たちの感想～ 

・1人 1人、特性が違うということを知り、100人いれば 100通りのその人に合った支援が必要。これから 1人

1人をもっとよく見ていこうと思いました。 

・支援者として、その人の個々の気持ちを知り、より具体的な方法で相手に伝えることが大切だと体験を通じて

感じました。 

・得意なことを伸ばし、自信につながる支援をしていきたいです。 

・分かりやすい言葉で声かけをして、決めつけることなく理解できるように心がけたいです。 

・「ちょっと」や「ちゃんと」などの抽象的な表現はつい使ってしまいがちなので、これからは気を付けていこ

うと思います。 

 

 「カラフル BOX」は、那須塩原市心身障害児者父母の会の会員を中心に活動してい

るんだ。知的障がい・発達障がいがある人の見え方・聞こえ方・感じ方などを疑似体

験してもらい、どのような対応が良いのか、工夫が大切かを啓発しているんだよ。

多くの理解ある人が増えると良いね！興味がある方は是非お問い合わせください。 

【お問い合わせ】 

那須塩原市心身障害児者父母の会 事務局 那須塩原市社会福祉協議会 地域支援係 ☎０２８７－３７－５１２２ 

６ 



 

収集ボランティアって・・・何をすればいいの？ 

Ｑ 収集ボランティアをやってみたいと考えていますが、どのような活動をすればよいかわかりません。

どのようなものを集めればよいのでしょうか？ 

 

 

 

（３０代 女性） 

Ａ 家にいながら１人でも気軽に始められるのが、収集ボランティアです。使用済み切手や書き損じはが

きなど、集めている団体等に送れば、福祉活動や発展途上国の支援活動に役立てられます。こういった

ものを集める活動を収集ボランティアといいます。何気なく捨てているものが誰かの手助けになるかも

しれません。収集ボランティア活動は、寄付を受ける団体の活動目的に賛同することが長く続ける秘訣

です。収集寄付の受付口はたくさんあるので、探してみるのもいいかもしれませんね。 

  ボランティアセンターでは、那須塩原市高校生ボランティアグループ「とんぼの会」が行っている収

集活動の受入窓口となり活動を支援しています。 

【とんぼの会で集めているもの】      

 ・アルミ缶のプルタブ  

  障害者福祉施設に寄付し、施設の活動に役立てられています。 

・使用済み切手・書き損じはがき・未使用切手・未使用はがき・外貨コイン 

  『アジア学院』などの団体に寄付し、施設の活動に役立てられています。 

 ・ベルマーク 

国際医療福祉大学ボランティアセンターを通して、災害被災校支援に役立てられています。 

 ・未使用の歯ブラシ、未使用のタオル、固形石鹸、えんぴつ（未使用でも使いかけでもＯＫ） 

未使用のノートや使い切れずに余ったページのあるノート 

フィリピンで医療支援ボランティアを行っている関口歯科医院さんを通して、フィリピンの医療支援 

に役立てられています。 

※他にも集めているものがありますので、詳しくはボランティアセンターまでお問い合わせください。 

 

 

 

自分にできることから始めてみましょう。 

相 談 コ ― ― ナ ボ ラ ン テ ィ ア 

①とちぎゆめ基金「持続可能な地域づくり・ＳＤＧｓ助成」２０２０ 
対象事業 ・３～５団体以上の協働での応募であること 

      ・持続可能な地域社会づくりの企てで、調査、人材育成、「継続する仕組み作り」に取り組む内容 
であること 

助成期間 ２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日 
助成金額 調査助成：１事業１０～１５万円×３団体程度 
応募資格 栃木県内で対象事業を行うボランティアグループ、ＮＰＯ、社会福祉施設、学校、住民組織等 
募集期間 ２０２０年１０月１日(木)～１２月２５日(金) 

②とちぎゆめ基金事業助成 
 対象活動 障害がある、職場・学校になじめない、ＤＶ被害等の理由で、生きづらさを感じている方たちの、 

就労を含めた社会参加を支援する実践活動 
助成期間 ２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日 
助成金額 (１)「とちぎゆめ基金事業助成」：１団体最高３０万円×２団体 

      (２)「小さなゆめ助成」：とちぎゆめ基金事業助成の選考にもれた団体の中から、奨励金として 
５万円を２団体に助成します。 

応募資格 (１)とちぎコミュニティ基金のＮＰＯデータバンクに登録（必須）し、団体の情報公開、ＮＰＯ 
全体の信用保証に積極的に協力していただける団体 

      (２)栃木県内で対象事業を行うボランティアグループ、ＮＰＯ等 
募集期間 ２０２０年１０月１日(木)～１２月２５日(金) 
※詳しくは、ホームページをご確認ください。https://www.tochicomi.org/subsidy/ 

【問い合わせ】 とちぎコミュニティ基金（認定 NPO 法人とちぎボランティアネットワーク内） 
TEL０２８－６２２－００２１ FAX０２８-６２３－６０３６ 

 

▲収集物の整理をする 

とんぼの会のメンバー 
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【ボランティアセンター本所】 【ボランティアセンター黒磯】 

住 所：那須塩原市南郷屋５-１６３ 

健康長寿センター内 

電 話：０２８７-４７-６７００ 

F A X：０２８７-４７-６６９０ 

：v.center@ns-shakyou.jp  

住 所：那須塩原市桜町１-５ 

いきいきふれあいセンター内 

電 話：０２８７-７３-００７３ 

F A X：０２８７-７３-００７３ 

：k.vcenter@ns-shakyou.jp  

発行：社会福祉法人那須塩原市社会福祉協議会  
ボランティアセンター本所 TEL 0287-47-6700  FAX 0287-47-6690 
〒329-2705 那須塩原市南郷屋 5-163（健康長寿センター内） 

 Ｅメールアドレス：v.center@ns-shakyou.jp 
 ホームページアドレス http://ns-shakyou.jp/ 
 ★メール、FAX、お電話で皆さまの感想や情報をお寄せください。 
  

ボランティア情報募集！！ 
★ボランティア募集、投稿記事など、ボランティア

に関する情報をお寄せください。情報誌に掲載さ

せていただきます。 

                         

９月 

イベント ０件 ０人 

１０月 

イベント ０件 ０人 

託児  ０件 ０人 託児 ０件 ０人 

その他 ０件  ０人 その他 ０件 ０人 

合計 ０件 ０人 合計 ０件 ０人 

 

団体 個人 

１１８団体（非公開含む） ８１人 

 

 

ボランティア登録数（１０月３１日現在） 

ボランティア活動実績  

 皆さまからお預かりしました手作りマスクを、

病院関係や福祉施設、関係機関などマスクを必要と

している方へお届けしました。 

【配布実績】計 ２，２４９枚（１０月３１日現在） 

◆大人用 １，４６２枚 ◆子ども用 ７８７枚   

コロナウィルス感染予防対策として、下記の

とおり利用人数を制限しています。 

会議室（約１９㎡） … ５名 

和ルーム（１２畳） … ５名 

フロアー和ルーム側 … ８名 

フロアー事務所側  … 職員の分散勤務中 

のため利用不可  

※詳しくは、ボランティアセンター本所まで 

お問い合わせください。 

８ 

http://ns-shakyou.jp/

